
14　周産期センター

14－１  2022年度月別分娩件数（妊娠22週以後の分娩） （件）
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14－２  2022年度月別院内院外出生別出生体重区分別NICU･GCU入室人数 （人）
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33 40 31 38 34 37 45 33 36 32 28 39 426 100.0 91.8

14－３  分娩件数の年度別推移

区　　  　分

正 常 分 娩

異 常 分 娩

合 計

死 産 児

生 産 児

極低出生体重児
1,500 ｇ 未 満

成 熟 新 生 児

超低出生体重児
1,000 ｇ 未 満

低 出 生 体 重 児
2,500 ｇ 未 満

合 計

超低出生体重児
1,000 ｇ 未 満

低 出 生 体 重 児
2,500 ｇ 未 満

多 胎 児

区　　  　分

小 計

院
外
出
生

小 計

院
内
出
生

成 熟 新 生 児

極低出生体重児
1,500 ｇ 未 満
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2013年に母体胎児集中治療室（MFICU)が併設され、重症合併症母体管理及び胎児診断による重

症新生児疾患児の分娩数が増加し、当センターの特色である専門各科が連携して重症管理を行う

機会が増えた。2015年4月には総合周産期母子医療センターに指定され、近隣施設からの新生児

搬送数も増加し、地域における周産期医療の中核としての役割はさらに大きくなっている。ハイ

リスク妊娠・分娩の管理、低出生体重児や外科疾患などの重症新生児の治療など、母体・胎児・

新生児に対する医療を行うとともに、精神的・社会的にも母児ともに安心して生活できるようサ

ポートしている。

－68－


